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。



幻
げ ん

桜
お う

ライトアップ

涌
谷
町
の
冬
の
看
板
商
品
の

創
出
を
目
指
し
て

　

１
月
21
日（
土
）か
ら
２
月

14
日（
火
）ま
で
の
25
日
間
に

わ
た
り
、
城
山
公
園
を
会

場
に
、「
冬
に
咲
く
桜 

幻
桜

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

冬
季
に
お
け
る
涌
谷
町
の
看

板
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
を
目
指

し
、
観
光
庁
の
「
地
域
独
自

の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創

出
事
業
」
を
活
用
し
た
も
の

で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
毎

晩
18
時
か
ら
21
時
ま
で
約
40

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
城
山
公

園
内
の
桜
並
木
や
史
料
館
を

桜
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
そ

し
て
、
15
分
に
一
度
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な

色
に
ラ
イ
ト
が
変
化
す
る
演

出
を
施
し
つ
つ
、
降
雪
や
雨
、

満
月
な
ど
、
日
々
変
わ
る
自

然
条
件
に
よ
っ
て
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
楽
し
み
方
も
千
変

万
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
涌
谷
神
社
に
お
い

て
も
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に

併
せ
て
特
別
に
境
内
を
桜
色

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　ライトアップイベントの概要は、涌谷町公式ホーム
ページからご覧いただけます。
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幻
げ ん

桜
お う

ライトアップ
冬に咲く幻の桜

　

さ
ら
に
、
冬
季
や
夜
間
は

通
常
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
史
料

館
に
入
場
で
き
る
よ
う
に
し
、

３
階
展
望
室
か
ら
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
会
場
や
町
の
夜
景
を

眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
週
末
を
中
心
に
訪
れ
て

い
た
子
ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ

ぐ
声
が
、
冬
の
城
山
公
園
に

こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
企
画
と
し

て
、
天
平
ろ
ま
ん
館
や
わ
く

や
天
平
の
湯
、
町
内
飲
食

店
を
、
謎
を
解
き
な
が
ら
巡

る
謎
解
き
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
や
涌
谷
町
の
旬
の

食
材
を
使
っ
た
期
間
限
定
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
町
内
飲
食
店

や
土
曜
日
・
日
曜
日
限
定
で

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
提
供
す
る

に
ぎ
わ
い
創
出
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

10
年
に
一
度
の
大
寒
波
に

見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い

条
件
下
で
の
挑
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
尻
上
が
り
で
来
場

者
が
増
加
。
来
場
満
足
度
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
お
お
む
ね

満
足
と
回
答
い
た
だ
く
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
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箟
の の

岳
だ け

白
は く

山
さ ん

祭
さ い

宮城県重要無形民俗文化財
箟
こ ん

峯
ぽ う

寺
じ

正
しょ う

月
が つ

行
ぎょ う

事
じ

③

①

②

12
本
中
６
本
が
的
中

苦
労
が
多
い
年
に
万
全
の
備
え
を

　

古
来
か
ら
農
業
が
盛
ん
で
あ
っ

た
大
崎
耕
土
に
お
い
て
、
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うの

神
・
白は

く

山さ
ん

妙み
ょ
う

理り

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

を
祀ま

つ

る
箟
岳
山
箟
峯
寺
で
６
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
誇
る
伝
統
の
正
月
行

事
が
白
山
祭
で
す
。
そ
の
中
で
も

多
く
の
観
衆
を
集
め
る
の
が
、
御お

弓ゆ
み

神し
ん

事じ

で
す
。
華
や
か
な
衣
装
を

着
た
２
人
の
お
稚
児
さ
ん
が
、
箟

峯
寺
の
宿
坊
の
住
職
２
人
に
介
添

え
し
て
も
ら
い
、
１
人
６
本
ず
つ

合
計
12
本
の
矢
を
、
鬼
と
描
か
れ

た
的
を
目
が
け
て
放
ち
、
そ
の
当

た
り
具
合
に
よ
っ
て
１
年
の
天
候

を
占
う
と
い
う
神
事
で
す
。
令
和

５
年
は
、
１
月
22
日（
日
）に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
観
音
堂
で

の
御お

神み

酒き

や
オ
サ
シ
グ
シ（
焼
き

豆
腐
と
ご
ぼ
う
を
串
に
刺
し
た
も

の
）の
お
ふ
る
ま
い
や
宿
坊
を
訪

れ
る
信
徒
へ
の
精
進
料
理
の
提
供

は
、
３
年
連
続
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
お
稚
児
さ
ん
は
、
大
和

田
宗そ

う

佑す
け

く
ん（
６
歳
・
箟
岳
区
・

南
谷
）と
土
井
宥ひ

ろ

人と

く
ん（
６
歳
・

２
の
１
区
・
北
谷
）の
２
人
で
す
。

２
人
と
も
過
去
に
お
稚
児
さ
ん
を

務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
お
守
り
役

に
背
負
わ
れ
、
白
山
堂
前
に
現
れ

た
際
に
は
、
笑
顔
を
見
せ
、
余
裕

の
あ
る
表
情
で
し
た
。

　

そ
の
２
人
が
放
っ
た
12
本
の
矢

の
う
ち
、
６
本
が
的
中
。
６
本
の

的
中
は
、
近
年
で
は
少
な
い
方
で

「
今
回
は
外
れ
た
本
数
が
多
い
た

め
、
外
れ
た
月
が
危
険
か
ど
う
か

は
判
断
は
難
し
い
が
、
十
分
に
気

を
つ
け
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
方
で
、
10
月
は
的
の
ど
真
ん
中

を
射
抜
い
て
い
る
の
で
、
豊
作
の

可
能
性
も
あ
る
。
昨
年
か
ら
続
く

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
原
因
と
し
て
景
気
の
低
迷
が
続

い
て
お
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
も

う
し
ば
ら
く
我
慢
と
頑
張
り
が
必

要
に
な
り
そ
う
だ
。
１
月
３
日
に

行
わ
れ
た
作
試
し
と
合
わ
せ
る
と

稲
作
は
平
年
作
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
松
本
坊
住
職
の
坊ぼ

う

城じ
ょ
う

延え
ん

溟め
い

氏

は
占
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
矢
が
的
の
上
方
に
外
れ

れ
ば
大
風
、
下
に
外
れ
れ
ば
地
震

が
心
配
と
言
わ
れ
て
お
り
、
令
和

４
年
に
は
、
３
月
の
矢
が
下
方
に

外
れ
、
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る

最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
の
御
弓
神

事
で
は
、
４
月
・
６
月
が
上
に
外

れ
、
１
月
・
２
月
・
９
月
・
11
月

が
下
方
に
外
れ
て
い
ま
す
。
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笑
み
を
浮
か
べ
て
矢
を
放
ち
、

大
崎
耕
土
に
福
招
く
。

《写真解説》
①経験したことがあるとはいえ大きく外すこともある緊
張の瞬間②大観衆を前に余裕の笑顔③放たれた矢は的の
中央に向けてまっすぐに④的と弓を先頭に白山堂前へ⑤
さまざまな願いが込められたお供え物を白山妙理大権現
の前に⑥一つ一つに意味ある神事⑦かつてのお稚児さん
がオシトギアゲとして立派に活躍⑧五穀豊穣の祈りとと
もに鬼と書かれた的を射抜く⑨福を招くような穏やかな
表情⑩これ以上ないど真ん中を射抜く⑪一日も早く穏や
かで安定した奥州となることを願う「奥州鎮護」の額

⑤ ④

⑥⑦

⑧⑨

⑩⑪
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涌谷町国際化協会事業
月将館小学校がパラオとオンライン交流
　2月8日（水）に、月将館小学校6年生児童が、パラオ
共和国コロール州ミューンズ小学校の6年生児童とオ
ンラインで交流しました。この交流は、涌谷町国際化
協会の後藤勝

かつ
則
のり
氏が、パラオ共和国を訪問し、そろば

ん指導をしてきたことがきっかけとなり、実現したも
のです。
　オンライン交流では、お互いが住む地域の気候や地
理、文化などを英語で紹介。「パラオで使われている
日本語はありますか」という問いに、「ぞうり」「せん
ぷうき」と回答があった際には、興味深げなどよめき
が起こりました。

令和5年2月1日に就任
病院事業管理者に前

ま え

沢
ざ わ

政
ま さ

次
じ

氏
　令和5年2月1日付けで、新たに前沢政次氏が病院事
業管理者に任命されました。
　前沢氏は昭和63年から平成8年までの間、涌谷町町
民医療福祉センター所長として勤務された後、北海道
大学および同大学大学院教授を経て令和元年から夕張
市立診療所所長として勤務されました。
　任期は令和5年2月1日から令和9年1月31日までの4
年間となります。

令和6年春の操業に向けて
ウェルファムフーズの安全祈願祭
　現在石巻市北村にある株式会社ウェルファムフーズ
宮城事業所の移転先となる涌谷町尾切において、2月
1日（水）に安全祈願祭が執り行われました。
　尾切の予定地には、令和6年春までに鶏肉加工工場
の操業を開始し、「森林どり」ブランドで年間1,000
万羽の鶏肉出荷を目指しています。新たな宮城事業所
は、約6万3120平方メートルの敷地に延べ床面積1万
6500平方メートルの事務所兼工場を新築します。

涌谷高等学校美術部が活躍
明るい選挙ポスターコンクールで受賞
　令和4年度明るい選挙啓発ポスターコンクール宮城
県審査で、涌谷高校3年生の菅原里

り
香
か
さんが1位を、同

2年生の田畑海
み
羽
う
さんが佳作を受賞されました。

　本コンクールは、全国の児童・生徒に、明るい選挙
を呼びかける印象的なポスターを自由に表現してい
ただくものです。菅原さんは、透明な投票箱に透け
る街並みに「その1票が社会を作る」と添えた作品で、
「キャッチコピーのとおり、透明な投票箱に投じられ
る1票の大切さが、投票箱の向こうに広がる世界を映
し出すという創造性豊かな作品。描写もすばらしい」
と評価されました。
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学校給食で涌谷町の現代の金を味わう
金のいぶきを学校給食で提供
　1月18日（水）に、涌谷町立の小中学校で提供される
学校給食で、涌谷町が現代の金としてブランド化を進
める金のいぶきが、宮城県の郷土食のせり鍋などとと
もに提供されました。
　同日、涌谷町学校給食センターの尾形美穂子栄養教
諭が、給食時間に涌谷第一小学校の5年2組において、
白米との栄養価比較や玄米の現物を用いた胚芽の大き
さ比較、涌谷町が金のいぶきの産地を目指して努力し
ていることを紹介しました。

交通ルールを守ります
令和4年度最後のこじかクラブ交通教室
　2月上旬にかけて、涌谷町内の幼稚園・こども園・
保育園において、交通ルール・交通安全を学ぶ令和4
年度最後のこじかクラブ交通教室が開かれました。
　ブレーメンの音楽隊を題材にした紙芝居で、これま
で学んできた「横断歩道を渡ります」「飛び出しは絶
対しません」「信号を守ります」「道路や駐車場では遊
びません」といった4つの約束をおさらいし、その後、
年長組の園児の皆さんに、こじかクラブ交通教室の修
了証書と警察手帳・制帽を贈呈しました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
おかしの家を作ろう！
　1月29日に涌谷公民館会議室にて『おかしの家を作ろ
う!』を開催しました。
　おひさまスマイル代表「ひとみママ」こと大橋が講師
となり、オリジナルの設計図どおりに、あらかじめカッ
トした市販のお菓子を組み立てていくと「おかしの家」
のできあがり!
　子どもたちの自由な発想で、同じ材料から個性あふれ
るおかしの家が13軒できました。
　真剣な表情でお菓子の家づくりに取り組む子どもたち
の姿と完成したあとの笑顔が印象的な時間となりました。

遠藤釈雄町長コラム

島
しまんち ゅ

人ぬ宝
たから

　沖縄県石垣島出身のバンド、BEGINの唄に「島人ぬ
宝」という唄がある。少しずつ変貌して行く、知らな
過ぎた故郷の姿に戸惑いながらも、生まれ育った島や
海、空にいたるまで故郷の良さに気付く心、故郷を愛
する自分達の心に気づく心、その心こそが故郷、島の
宝だ、と唄っている。
　この唄を聞くたびに故郷、涌谷への想いを新たにし
てしまう。これからも真摯に町政運営に取り組まなけ
れば、と思わされる唄である。

《遠藤釈雄町長の公務（1月16日～2月15日）》
●1月18日㈬	 涌谷町議会議会運営委員会
	 涌谷町議会全員協議会	 	（役場）
●1月24日㈫		Ｂ＆Ｇ全国サミット	 	（東京都）
●1月30日㈪	 涌谷町議会定例会1月会議	 	（議場）
●2月 1日㈬	（株）ウェルファムフーズ涌谷工場
	 起工式	 	（町内）
●2月 2日㈭	 令和4年度UPZ関係自治体首長会議
	 （登米市）
●2月 8日㈬	 企業訪問・企業立地セミナーin名古屋
　		～10日㈮	 	 （愛知県）
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